
農水省ヒアリング資料 

 

１．農事組合法人 ノーザンスカイ 

  代表理事 斎藤 勝男 （当日出席者 副代表理事 山下 益雄） 

 

（１）経営概要 

   役員５名 家族従業員３名 外国人実習生５名 パート３名 計 16名 

   飼養頭数 経産 450頭、未経産 375頭 計 825頭  

   平成 30年度生乳生産 4,134ｔ 

てん菜 20ha、小麦 40ha、牧草 132ha、デントコーン 80ha 

 

（２）協業法人への経緯 

  ・個人経営での将来の労働力不足の不安 

  ・施設の老朽化に伴う規模拡大への不安と負債償還の懸念 

  ・地域内農地の流動化の懸念 

 

（３）法人経営について（設立から今後の経営にあたって） 

  ・町内でも数戸の協業法人があるのと、ＪＡも知識があり特段の苦労は無かったが、

同時期に同様の協業法人が設立され、差別化に苦労した。 

 

  ・個人経営の投資より法人の投資の方が、投資が抑制される。（合理化） 

 

  ・個人経営者が法人経営になった事により、経営感覚が大きく変わった。 

 

  ・農地管理については、本格化はこれからと言った状況。輪作体制は地力の見極めが

見えてきたので、今後に期待出来る状況。 

 

  ・今後の課題、懸念としては雇用、規模拡大の為の農地取得、ふん尿臭気問題、酪農

情勢（乳価・個体価格・各コスト高、需給バランス等）がある。 

 

  ・国への支援施策として、既存事業の更なる利活用のしやすさの充実を願います。特

に環境負荷軽減事業や国産チーズ生産事業に於いては強く継続実施を願いたい。また、

当地区においてバイオガスプラントの問題があり、早期的なプラント建設の実現に向

けて、ご支援頂ければ幸いと存じます。 

 

koichi_yanagita940
テキストボックス
資料６










